
第 444 回東海眼科学会プログラム 

（眼科専門医制度生涯教育事業 No.59064） 

・日時： 2022 年 2月 19 日（土） 13:30〜16:30 

・場所： TKP名古屋駅前カンファレンスセンター ホール 8A（名古屋市中村区名駅 2丁目 41-5 CK2 名駅前ビル 8F) 

・形式： 現地開催および Zoom ウェビナーによるリアルタイム Web 配信を併用したハイブリッド形式 

・参加方法、眼科専門医単位取得方法、その他概要等： 裏面参照 

一般講演（講演時間 7 分、討論 3分） 

1. 高次非球面眼内レンズと分節型二焦点眼内レンズの臨床比較 

  ○岡佑典 1) 大内雅之２） 水本強一１） 瓶井資弘１） （1)愛知医科大学、2）大内雅之アイクリニック） 

2. 角膜穿孔の原因と治療についての検討 

○長谷川亜里 1)  小島隆司 2） 澤木綾子 1) 加賀達志 1) 市川一夫 3) （1)中京病院、2)慶応大学、3)中京眼科） 

3. Kahook Dual Blade を用いた流出路再建術―単独手術と白内障同時手術の比較― 

○吉田暉平 桑山聡志 小椋俊太郎 桑山創一郎 黒部亮 木村雅代 森田裕 野崎実穂 安川力 （名古屋市立大学） 

4. 非典型的な前眼部所見を呈した HTLV-1関連ぶどう膜炎が疑われた 1例 

○梅村享平 柴田藍 瓶井資弘 （愛知医科大学） 

5. HHV-6 による両眼ぶどう膜炎の 1例 

○柴田藍 1) 神野安季子 2) 瓶井資弘 1) （1)愛知医科大学、2)眼科三宅病院） 

6. BCG膀胱内注入療法中に片眼ぶどう膜炎を発症した１例  

○多田愛 1) 川野健一 1) 大池東 2) 中村将一朗 2) 平田朝彦 2) 西口康二 1) （1)名古屋大学、2)碧南市民病院） 

7. 眼底白点症を伴った副腎白質ジストロフィーの 1例 

○稲川清香 1) 松本英樹 2) 宮瀬太志 1) 望月清文 1) 大西秀典 2) 坂口裕和 1) （1)岐阜大学眼科、2)岐阜大学小児科） 

8. 治療中断基準を満たす滲出型加齢黄斑変性の治療継続群と治療中断群の比較 

○尾崎篤汰 1) 松原央 2) 前田聡 2) 中条慎一郎 2) 天満有美帆 2) 松井良諭 2) 杉本昌彦 2) 近藤峰生 2) 

（1)伊勢赤十字病院、2)三重大学） 

9. 糖尿病黄斑浮腫における毛細血管瘤―蛍光眼底造影と光干渉断層血管撮影の比較― 

○杉山寛明 柴田有紗 平原修一郎 野崎実穂 安川力 （名古屋市立大学） 

10. 黄斑下出血発症数の季節性変動とその性差による検討 

○高士典子 1) 兼子裕規 2) 松永眞章 3) 伊藤逸毅 3) 武内潤 2) 八谷寛 3) 西口康二 2) 

（1)名古屋医療センター、2)名古屋大学、3)藤田医科大学） 

11. ERM中心窩分離の臨床的特徴および手術成績：典型 ERMとの比較  

○佐々木拓 1) 松井良諭 1) 加藤久美子 1) 尾崎篤汰 2) 古田基靖 2) 宮田良平 3) 前田聡 1) 加島悠然 1) 杉本昌彦 1) 近藤峰生 1) 

（1)三重大学、2)伊勢赤十字病院、3)岡波総合病院） 

12. 黄斑部毛細血管拡張症 type2 に合併した黄斑円孔に内境界膜 inverted flap 法を行った 1例 

○柚木貢 1) 伊藤逸毅 1) 水口忠 1) 関戸康祐 1) 谷川篤宏 2) 堀口正之 1) （1)藤田医科大学、2)藤田医大ばんたね病院） 

退官記念講演 

座長：愛知医科大学医学部眼科学講座 主任教授  瓶井 資弘 先生 

「東海眼科学会と私」 

藤田医科大学ばんたね病院 眼科教授    平野 耕治 先生 

 

就任のご挨拶 

藤田医科大学医学部眼科学教室 主任教授              伊藤 逸毅 先生 

岐阜大学大学院医学系研究科感覚運動医学講座眼科学分野 教授    坂口 裕和 先生 

名古屋市立大学大学院医学研究科視覚科学 教授            安川 力    先生 



■学会ホームページ： http://www.marobon.com/toukaiganka444/    

■会場のご案内： https://www.kashikaigishitsu.net/facilitys/cc-nagoya-ekimae/access/ 

 

TKP 名古屋駅前カンファレンスセンター 

ホール 8A 

名古屋市中村区名駅 2丁目 41-5 CK20 

名駅前ビル 8F (1番出口徒歩 3 分) 

駐車場はございません 

 

■参加方法： 

・現地参加：当日会場で参加を受付けます。事前登録は不要です。入場に際し検温を実施し 37.5℃以上の場合は入

場をお控え頂きます。マスク着用、手指消毒へのご協力をお願い致します。会場は十分な収容人数（約 160 名）を

確保しておりますが、必要に応じて入場制限を行うことがございます。また、新型コロナウイルス等の蔓延状況に

よっては現地開催を取り止めることもあり、その場合は当日朝までに学会ホームページでお知らせしますので、予

めご確認の上お越しください。 

・Web参加：事前登録が必要です。上記学会ホームページの「Zoom参加登録」アイコンからご登録ください。登録

期限は学会当日(2022 年 2 月 19 日)の正午までです。学会当日は、登録完了時の自動返信メールからご参加くださ

い。自動返信メールは再発行致しませんので紛失等ご注意ください。 

■眼科専門医単位の取得： 

・単位認定の対象は、岐阜、静岡、愛知、三重の各県いずれかに居住または勤務している方となります。 

・現地参加：3単位を付与致します。眼科専門医制度登録証(ゴールドカード)をご持参ください。 

・Web参加：ログデータにより視聴を確認できた場合に 2単位（Web開催単位上限あり、下記日眼 HP参照）を

付与致します。単位取得を希望される方は、事前登録時に専門医番号などの必要事項を正確にご入力ください。 

・現地参加と Web参加の単位を重複して取得することはできません。 

・Web参加に事前登録済みの方が、当日現地参加される場合は、登録期限内に必ず自動返信メール内の「キャ

ンセル」から Web参加取消の処理を行なってください。 

・登録内容に不備があった場合や、その他の方法では、単位を付与できないことがあります。 

（ https://www.nichigan.or.jp/senmon/news/detail.html?itemid=360&dispmid=936   ） 

■その他： 
・タイムスケジュールの都合により、当初 5 分で予定していた質疑応答を 3分に短縮致しました。 

 

■お問合せ： 
学会ホームページ機能、事前登録、自動返信メールなど、システムに対するお問合せ： 

特定非営利活動法人メディカルサポート愛知 

E-mail：toukaiganka＠marobon.com 

プログラム、発表、専門医単位など、学会内容に関するお問合せ： 

事務局兼当番校：愛知医科大学眼科学講座 〒480-1195 愛知県長久手市岩作雁又１－1 

E-mail：gankaamu@aichi-med-u.ac.jp 

※お問い合わせは E-mail にてお願い致します。 


